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年頭のご挨拶 

構造物メンテナンス研究センター長 野口 宏一 

 

 明けましておめでとうございます。年頭にあたりご挨拶申し上げます。 

 

 

 土木研究所構造物メ ン テ ナ ン ス 研究セ ン タ

ー（ CAESAR）は本年、平成２ ０ 年４ 月の設立か

ら ８ 周年を迎え 、９ 年目の活動に入り ま す。  

昨年も 、実橋における 研究成果の適用性の検

証、民間技術の活用や試験フ ィ ールド の提供、

学と の連携によ る 研究の促進のために、産学官

と の連携・共同研究によ る 効率的・効果的な研

究を精力的に進めて 参り ま し た。こ れら の研究

成果は、 CAESAR 講演会を はじ め各種研究集会

等で報告する と と も に、道路橋示方書等関連技

術基準の策定・改定にあたっ て の基礎資料と な

っ て いま す。ま た、国土技術政策総合研究所と

連携し て、現地で生じ た不具合に対する 技術指

導や設計に関する 技術指導等を行い、こ れら の

指導内容を ナ レ ッ ジ と し て 蓄積する と と も に、

各地方整備局の橋梁担当者を 集めた橋梁担当

者会議等を 通じ て 現場にも 情報提供や留意点

等の助言を行っ て 参り ま し た。  

 土木研究所は昨年４ 月、「独立行政法人土木

研究所」から 「国立研究開発法人土木研究所」

と 名称を変更し ま し た。土木研究所は、政策と

し て 、「科学技術に関する 研究開発を主要な業

務と し て 行う こ と によ り 、我が国における 科学

技術の水準の向上を 通じ た 国民経済の健全な

発展その他の公益に資する ため、研究開発の最

大限の成果を目指す」組織と し て 新たなス タ ー

ト を 切り ま し た。その土木研究所の中にあっ て

CAESAR は、新設橋梁の設計施工、維持管理技

術の高度化、災害復旧の迅速化等の道路橋の安

全管理のための構造技術に関す る 総合研究機

関と し て 、研究開発や現場への技術支援を 行っ

て き たと こ ろですが、今ま で以上に研究開発を

推進す る と と も に、関係機関と 積極的に連携

し 、成果の最大化を 実現し て いく 所存です。  

 CAESAR では「荒廃する日本にしない」「災害脆

弱国家・日本としない」を掲げ、「要求性能の提示、

評価と基準化」を目的として研究開発に取り組んで

います。そのような中、昨年、建築分野では「支承

の性能偽装」や「杭の打込み工事におけるデータ改

ざん」があった事例が明らかになり、大きな問題と

して取り上げられました。こうしたことから、要求

性能を確保するための前提である施工品質の確保

が、喫緊の課題となっています。 

また、道路法施行規則の一部を改正する省令（平

成２６年３月公布）により、５年に１ 回の頻度、近

接目視等が道路の点検基準として規定されるととも

に、円滑な点検の実施のための技術的助言として２

６年６月には「定期点検要領」が策定されました。

これまで以上に、点検→診断→措置→記録というメ

ンテナンスサイクルの適切な構築が求められていま

す。メンテナンスサイクルを適切に回す上でも、新

設橋の施工品質の確保は不可欠です。CAESER では、

本年から次期中長期計画の研究がスタート します

が、「新設橋の品質・信頼性向上方法の構築」に向

けた研究にも取り組んでいく 予定です。 

さ ら に、先に触れたよ う に法定定期点検の

進展に伴い、要対策と 診断さ れる 部位を 有す

る 橋梁の増加が予想さ れま すが、財政的制約

等によ り 短期に全て に対応す る こ と は困難な

状況です。限ら れた財源の中、既設構造物の

健全性を評価し 、維持管理を適切に行う ため、

ま た新設橋において は維持管理性、耐震性の

高い構造物と す る ために、「既設橋の合理的

な性能評価手法およ び補修・補強技術」、「超

過外力に対する 道路橋のレ ジ リ エン ス技術」、

「地盤・基礎を 含めた橋全体系の耐震性能評

価技術及び耐震補強技術」等の研究にも 精力

的に取り 組んでいく こ と が重要と 考え て おり

ま す。  

 こ のよ う に、CAESAR の役割は益々重要と な

っ て おり 、「現場支援」、「研究開発」、「情

報交流の場」のミ ッ シ ョ ン を 着実に果たす よ

う CAESAR の職員一同、たゆま ざ る 努力を続け

て 参り ま す ので、本年も 皆様のご 理解と ご 協

力を お願いいたし ま し て 、年頭のご 挨拶と さ

せて いただき ま す。  
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